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「暗渠排水調査設計指針」の改正について 

 

 

 「暗渠排水調査設計指針」（昭和 60年３月 27日付け農建第 354号農地部長通

知）を下記のとおり改正し，平成 28年度から適用することとしたので通知しま

す。 

 なお，「暗渠排水の施工方法について」（平成 22 年３月 29 日付け農整第 896

号農地整備課長通知）については，引き続き業務の参考とされたい。 

記 

 

１ 暗渠排水調査設計指針（新旧対照表等を含む） 

   別紙のとおり 

 

 



 

 

暗渠排水調査設計指針 
 

はじめに 

 

1 事前対策 

 1．事前対策 

 

 

2 調  査 

 1．調査の目的 

 2.調査項目 

 

 

3 暗渠排水施工区域の設定 

 

 

4 計画設計 

  1．計画暗渠排水量 

  2．計画地下水位と低下速度 

  3．組織計画 

   3－⑴適用条件 

   3－⑵組織 

  4．吸水渠の深さ勾配等 

  5．排水口（吐出口） 

  6．吸水 

  7．資材 

  8．吸水渠の間隔と管径 

  9．透水系数の取り扱い 

 

 

5 施  工 

  1．渠線の設定 

  2．掘削 

  3．管の敷設 

  4．疎水材の投入 

  5．埋戻し・整地 

  6．暗渠資材の選定 

 

 

6 参考資料 

 1．吸水渠径の計算例 

  1－⑴計画排水量の算定 

  1－⑵管径の選定……流量流速計算表（例） 

 2．現場透水試験方法 

 

 



 

 

暗渠排水の設計施工について 

  はじめに 

 1．暗渠排水の目的 

  暗渠排水を計画するに当たり，当該地区の現況排水状況，実施の目的，改良程度等を明らかにする 

 必要がある。 

  暗渠排水の目的は一般に次のとおりである。 

   ①ほ場の水管理を容易にし，作物の生育環境を良好にする。 

   ②農作業の環境を改善し，農作業機械の作業性を向上させる。 

   ③土壌の除塩ができる。 

   ④融雪促進，凍上防止，地温の上昇が図れる。 

   水田においては①，②が主な目的である。通常，この２つは共通の手段により達成でき，これに 

  よって汎用性の増大が図れる。 

 

 2．調査計画設計について 

  地表残留水の迅速な排除や地下水位の低下のために，暗渠による地下排水を検討する。 

  ほ場整備によって小排水路等の排水対策が施されても，地表残留水の排除や地下水位低下が十分で 

 ない場合，暗渠排水を計画する。暗渠排水の調査計画設計に当たっては以下の事項について検討する。 

  ①計画暗渠排水量 

  ②地下水位及び地下水位低下速度 

  ③暗渠排水組織 

  ④暗渠構造等 

  ⑤維持管理 

  暗渠排水の施工に当たっては，現地の実情に適応した設計施工を行い，かつ維持管理を適切に行う 

 ことでその目的を達する。しかしながら，土壌条件，地形条件などが個々に異なり，かつ設計に当たっ 

 ては，理論のみで解決出来ない問題を含んでおり，過去の実施例経験等からの判断も求められている 

 現状にある。 

  このようななかにおいて，暗渠排水の適切な調査設計等に資するための指針として本書を作成した 

 もので，今後の調査設計に当たっては原則として本指針に拠られたい。 

  なお，現地状況からして本指針のみで対応不十分と判断される場合は，設計基準，他文献，実務経 

 験等を踏まえて適切な業務遂行が望まれる。 
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1 事前対策 

 1．事前対策 

 ⑴ 地区周辺の台地等よりの浸透水等がある場合は，面工事で極力承水路（明渠・暗渠等）を設置し 

  て，浸透水を遮断すること。 

 

2 調   査 

 1．調査の目的 

  調査の目的は排水不良の原因を確かめ，これを解消するための基礎とするための基礎資料を得るの 

 で，この点を十分理解し必要な項について重点的に調査することが重要であり，この場合にも既存資 

 料収集に努め，これを積極的に活用するよう配慮することが必要である。 

 

 2．調査項目 

  1．現況把握調査（踏査及び聴き取り） 

   地区の地形，土壌の概況等を把握し，排水不良の原因を検討することにより，その後の調査の手 

  順，方針を明らかにする。特に，排水不良の状態及びその原因は，調査や聴き取りによって直接的 

  に知ることが出来るので，最も基本的かつ重要な調査である。 

 

 

 

 

 

 

  2．地形図の作成 

   計画において必要とする精度を有する平面図が既に作成されている場合はそれを使用し，作成さ 

  れていない場合は調査の初期の段階にこれを作成する。 

   なお，既に作成されている図面を使用する場合は，現時点と異なる箇所や，確認が必要な箇所に 

  ついて補足調査を行い，適宜地形図の修正を行う必要がある。 

 

  3．土壌調査 

   暗渠排水の組織計画，施工計画の基礎資料とするため，地区の土壌の性状等について調査する。 

   調査密度は概ね３ｈａに１点とするが，地区の状況に応じて判断する。 

 

 

 

 

  4．地下水位調査 

   暗渠排水の必要性の判断や組織計画の基礎資料とするため，地区内及び地区周辺の地下水位を調 

  査し，概定する。 

 

  5．排水路水位調査 

   排水不良の原因解明，及び暗渠排水施工後にその機能が十分発揮されるかどうかを判断するため， 

  排水路水位について測定する。 

 

 

 

  6．降雨後の地表残留水調査 

   ほ場の排水の検討材料とするため，踏査，聴き取り調査等により，地表残留水について調査する。 
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（解  説） 

 

 

 ￮ 面工事の際，周辺台地山林等からの浸透水，湧水等のある場合は遮断措置を面工事の際行い，施工 

 後の圃場条件を確かめて暗渠排水の可否を検討する。 

 

 

 

 ￮ 調査時期 

 現地調査（踏査，土壌調査，地下水位，透水試験，地耐力調査等）は汎用化水田を目的としている関 

 係上，降雨期５～７月頃が望ましいが，水稲作付を行っている場合はその影響（地下水位）を受ける 

 ので，秋雨時期等を考慮する等，現地状況に応じて適切に判断すること。 

 

 ￮ 踏査 

 農地を一筆ごとに踏査し，排水不良地の位置を確認し，その原因（湧水等）を検討するとともに，現 

 況の栽培方法（水管理），ほ場の均平，区画の大きさと地区全体の排水組織（排水路の位置，排水路の 

 水位，ポンプの有無，排水本川の位置・水位等），用水組織（用水量等）及び必要に応じて地域の生態 

 系の実態を調査し，その結果を地形図等に記入，整理する。また踏査では，これに続いて行われる調 

 査（土壌，地下水位，排水路水位，降雨後の地表残留水，地耐力，気象，類似地の各調査）の具体的 

 な方針を樹立するために必要な資料を得ることに努める。 

 ￮ 聴き取り 

 各筆ごとの排水状況，排水強化の程度等について関係農家等の意見，要望などを聴き取りにより調査 

 する。 

 

 ￮ 既に縮尺 1/2,500～1/5,000 の平面図がある場合はそれを利用するが，調査を行う範囲にある程度の 

 余裕をとっておく必要がある。この縮尺の地形図をもとに，現地調査を行うが，併せて補足測量等を 

 行い，設計時に利用できるような詳細な地形図（縮尺 1/1,000 程度）を作成することが望ましい。 

 

 

 

 ￮ ほ場整備事業等，土工を伴う事業の中の一工種として暗渠排水が計画された場合，ほ場整備の計画 

 段階で実施した土壌調査内容と変化がないと判断された場合には，計画段階の調査内容を流用しても 

 差し支えないが，土壌の物理性は，土壌の水分状態により，同じ土壌でも施工後に大きく変化するこ 

 とがあるので，土工工事後の土壌の状態を確認しておく必要がある。 

 (1) 現場透水試験 

  暗渠排水の必要性判断のため，下層土（耕盤下 30 ㎝程度）の透水係数を測定する。また，吸水渠間 

 隔の算定のため，別途技術書に記述する試験方法により求める。 

 

 ￮ 地下水位は，観測井を設けて地下水面の深さを測定する。 

 

 

 ￮ 土壌の物理性が良好であっても排水路水位の低下が十分でない場合は排水不良となり，作物の生育 

 に支障をきたすことから，現地調査により排水路水位，排水路の断面，勾配の状況についても把握す 

 る。特に低平地水田においては，地形条件等により排水路水位が高い場合があるため注意しておく必 

 要がある。また，この時，暗渠落口について，排水路底面からの高さが十分に確保できるかについて 

 も調査する。 

 

 

 ￮ 排水不良のほ場を確保するため，可能であれば，降雨後に目視等により地表残留水等のほ場の排水 

 状況を調査する。 
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  7．地耐力調査 

   農業機械の走行性の判断及び施工計画の基礎資料とするため，土壌の地耐力を測定する。 

 

  8．気象調査 

   計画暗渠排水量及び地区の排水状況の検討のため，地区内の降水量等の気象調査を行う。 

 

  9．類似地調査 

   本調査は，暗渠排水の組織計画，施工計画の策定に当たり，その効果を予測する上で重要なもの 

  である。 

   土壌，地形等の条件が類似し，既に暗渠排水の実施されている地区において踏査及び聴き取り等 

  により，工事施工後の排水状況等を調査する。 

 

3 暗渠排水施工区域の設定 

  暗渠排水区域の設定に当たっては，調査結果及び暗渠排水施工済みの類似地区における排水状況等 

 を踏まえ，排水不良の原因分析を行い，将来における土地利用，導入作物等を考慮して暗渠排水の必 

 要性を判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 計画設計 

  暗渠排水は現地状況に対応した適切な設計を行うことになるが，一般的な検討事項は下記の通り 

である。 

 

 1．計画暗渠排水量 

  計画暗渠排水量は、地表残留 50 ㎜を 1 日排除とする。ただし汎用水田の場合。 

 ￮ 計画暗渠排水量……（地表残留水を対象とする場合） 

   ｑ＝0.1157Ｄ……Ｎ＝1 とした場合 

   ｑ＝単位計画排水量 ℓ／sec／ha 

   Ｄ＝計画暗渠排水量 ㎜／day 

   Ｎ＝排除日数(day) 
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（解  説） 

 ￮ 地耐力の測定に当たっては，コーンペネトロメーターによる調査方法が一般的である。 

  土壌区分ごとに，水田では落水 7 日目，畑では降雨後 7 日目を目安に調査する。 

 

 ￮ 地区内及び地区近傍の気象観測所の最近の 10 か年以上の資料に基づき最大時間雨量，最大 4 時間雨 

 量，最大日雨量（又は最大 24 時間雨量）等を必要に応じて調査する。 

 

 ￮ 本調査は，土壌及び地形条件等が類似し，既に暗渠排水が実施された地区において踏査及び聴き取 

 り等を行うことで，整備完了後の土壌条件，排水条件等がどのように変化するかについて予測するも 

 のである。調査に当たっては，暗渠排水施工前の排水状況，実施された計画の諸元及び暗渠排水組織， 

 暗渠資材（暗渠管の使用管種及び疎水材等），排水効果，排水上及び施工上の問題点を調べる。 

 

 

 

 ￮ ①地下水位からの判断 

   一つの目安として数値を示すと， 

                        地表面より 30cm以内 必要 

        地下水位（降雨後 7 日以降）が  地表面より 30～60cm 必要な場合がある 

                        地表面より 60cm以上 必要でない 

  と整理できる。 

 ￮ ②土壌の透水性からの判断 

   一つの目安として数値を示すと， 

                               10－６≧  必要 

     下層土（耕盤下 30cm程度）の透水係数（cm/s）が  10－４～10－５ 必要な場合がある 

                               10－３≦  必要でない 

  と整理できる。 

 

 

 ￮ 計画暗渠排水量は，地表残留水のある場合，地表残留水がなく土壌重力水を対象とする場合のいず 

 れか大きい値をもって計画暗渠排水量とするとされているが，一般に地表残留水量がはるかに大きい 

 ので，地表残留水量を以て計画暗渠排水量を決定する。 

 ￮ 地表残留水量については，設計基準,表-5.2の暗渠排水のピーク排水量の例では，50m/m前後のもの 

 が多い。これらの資料から地表残留水50m/mとして汎用化を図るため1日排除とする。 

 (注) 水田作の場合には，機械導入や適正な水管理のため田面水の排除は1～2日，畑作物の場合は1日 

   以内に排除する。……（設計基準） 

 

 

 

 

 



5 
 

 2．計画地下水位と低下速度 

土地利用区分別地下水位及び低下日数 

土地利用形態 
降雨後 2～3 日の 

地下水位 

常時地下水位 

（降雨後 7 日以降） 

水田（落水後） 地表面下 30～40cm 地表面下 40～50cm 

    畑 
〃 40～50cm 〃 50～60cm 

 水田の畑利用 

その他（樹園地等） 〃 50～60cm 〃 60～100cm 

                              技術書 暗渠排水P37 
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（解  説） 

 ￮ 計画地下水位と低下速度は，地区の土地利用の形態，導入作物の種類等を考慮して決定するが，設 

 計基準による標準は左記の通りである。したがって難透水性の場合は，この標準を達成させるために， 

 補助暗渠，心土破砕等を行って人工的に水みちをつくり，本暗渠の機能が十分果たせるようにするこ 

 とが必要となる。このことは，前項計画暗渠排水量についても謂える。 

 ￮ 降雨後の地下水低下速度が遅いと作目によっては収量に影響する場合かある。又常時地下水位が低 

 すぎると収量に影響する場合があるので注意する。下表はその状況を示したものであり，作物によっ 

 ては適切な水管理が必要となる場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   技術書 暗渠排水P169 

 

 導入作物がサトイモ，ショウガ等の場合は，水渠等の調節により水管理が必要となる……（一般畑 

作物で計画地下水位を 50cm以上とした場合） 
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 3．組織計画 

  3－⑴ 適応条件 

   暗渠排水組織計画で考慮するほ場の条件は，土地利用形態（水田，水田の畑利用，畑等）と，排 

  水・環境条件（土壌・土層，区画の形状・大きさ，地形，外水の影響他）である。 

   暗渠排水の基本的な排水組織計画は，土地利用形態に関しては水田状態の場合とそれ以外の水田 

  の畑利用，畑等の場合に分けて策定する。排水・環境条件に関しては，土壌では普通土壌と特殊土 

  壌に，地形では，平坦地と傾斜地に，外水の影響では，その影響がある場合とない場合に，それぞ 

  れ分けて取り扱う。気象については組織計画上は区分を設けないが，気象条件によってほ場の乾燥 

  が遅れる地域等では，別途配慮が必要である。 

   また，暗渠排水組織を利用して地下かんがい等を計画する場合は，別途検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3－⑵ 組  織 

   暗渠排水組織は一般に吸水渠，集水渠，水渠及び排水口（吐出口)から構成される。 

   暗渠排水の組織計画は，地区の⒜地形⒝気象及び⒞土壌条件との適合を図るほか，⒟用排水施 

  設及び道路の配置関係，圃場の排水方法との関連，維持管理等の関連を考慮して決定する。 
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（解  説） 

 ￮ 水田土壌の大きな特徴の一つとして，作土層，耕盤層，心土層と，土層が成層状態になっているこ 

 とが挙げられる。そして，耕盤層や心土層が透水の抑制層になることが多い。耕盤層は水田利用期間 

 の農業機械作業による踏圧や車輪によるすべり，代かきによる孔隙率の減少，水田の畑利用に伴う土 

 壌収縮等によって形成され，土壌の乾燥密度の増加，粗孔隙の減少等によってもその透水性は悪化す 

 る。特に，排水条件が相対的に悪い用水路側においてその傾向は顕著である。 

  このようなほ場を畑利用する場合，作土層（有効土層）の増加や排水性の改善のために，心土破砕 

 や耕盤破砕等の土層改良が行われることが多い。しかし，心土層の透水性の悪いほ場では，心土破砕 

 や耕盤破砕だけでは過剰な水は大きな孔隙に停滞し，排水効果は認められない。そのため，粗孔隙に 

 連続した暗渠を設置し，作土層から暗渠管までの連続した水みちを作り，地下排水を改善する必要が 

 ある。暗渠を設置することによって，土壌の透水性や通気性を良くし，粗孔隙量を増加させ，畑作物 

 の根の伸張を可能にすることが重要である。 

  一方，土壌の透水係数が 1×10－６～1×10－７cm/sと小さい粘質の土壌では，畑利用に伴って心土層 

 にまで達する亀裂が発達し，亀裂を含んだほ場の透水係数は 1×10－２cm/sと大きくなることがある。 

 このような亀裂は，暗渠の施工によって発達し，暗渠への水みちの形成によって効果を発揮する。こ 

 れらの変化は，土壌，気象条件や畑作期間等によって異なるが，水田を畑利用する場合の暗渠排水計 

 画については，既に畑利用が行われている類似地の状況を参考にしながら，畑利用後のほ場の排水性 

 の変化についても考慮する必要がある。 

  土壌の区分は，普通土壌（壌土質土壌，粘土質土壌）の他に，特殊土壌として泥炭土壌，湿性火山 

 灰土壌，重粘土壌，また，地域特有のものとして酸性硫酸塩土壌，マージ，ジャーガル等が考えられ 

 る。特殊土壌では普通土壌の場合とは異なる配慮が必要である。 

  また，傾斜地や波状地形等では，地形条件を考慮した検討が必要であり，谷地田，干拓地及びその 

 周辺部のように，外水が特殊な経路で浸入する場合には，承水機能を持った捕水渠等の対策を考える 

 必要がある。 

  大区画水田の場合は，ほ場からの速やかな排水性が要求されることから，地表排水条件の整備だけ 

 でなく，暗渠排水機能の重要性も高くなる。さらに，小排水路が管路化されて地下に埋設されると， 

 暗渠排水組織に地下水位制御機能も併せて持たせる場合もある。 

  ほ場の排水・乾燥は，土壌条件の他に，雨量や蒸発量等の気象条件によって左右されるので，特に 

 営農体系に鑑みて融雪等から作付までの期間が十分に確保できない地方では，ほ場内に田面排水小溝 

 等を掘って，ほ場の排水・乾燥を促進することに十分留意すべきである。 

 

 

 

 ⒜ 地形……展けた平担地，山間谷津田の急傾斜地か，地区周辺の地形は 

 ⒝ 気象……降雨（夏期・冬期）  気温……水渠及び排水口等の露出部分の材料の選定 

 ⒞ 土壌条件……透水性，地耐力，地下水位も含む 

 ⒟ 用排水施設及び道路の配置……用水路からの浸出状況，用排水路の位置，排水路の深さ，道水 

                路の配置状況 
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 標準組織図 

 標準組織図－1（小排水路に排水可能な場合） 

  （直接排水方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ フォーク型，単独型の採用について 

  暗渠排水組織は地元農家の関心度も高いため，維持管理，操作性，経済性を検討しで採用する。 

 

 

 

 4．吸水渠の深さ，勾配等 

 4－1 深  さ 

  上流部 0.6～0.8ｍ，下流部 0.8～1.0ｍ程度の範囲で決定する。 

 

 

 

 

 4－2 勾  配 

  吸水渠の勾配は，1／100～1／1000 程度で 1/500 が一般的である。 

 ※ 集水渠の勾配は吸水渠勾配よりも急勾配とする。 

 

 5．排水口（吐出口） 

  排水路，河川等の外水位により暗渠排水の排出に支障を及ぼさない位置に設けると共に，排水口 

 の突出部は排水路流水に支障のない程度とする。 

 

 

（直接排水底）
～小 排 水 路

　→ 単 独 型（フォーク型）←　

凡　　例

　吸水渠

　集水渠

　水　閘
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（解  説） 

 

  左図は一般的な配置例を示したもので小排水路へ排水する直接排水方式である。 

※ 枕暗渠について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ￮ 田畑輪換田では道路反対側で稲作を行う場合があるが，枕暗渠の導入については必要に応じて 

検討すること。 

 ￮ 背後地に山林，台地等からの浸出水のある場合で補水渠がない場合は枕暗渠を考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ￮ 水田で顕著にみられるように，作土層が 10～20 ㎝の透水層であり，これより下の耕盤層と心土層が 

 難透水層という２層構造になっている場合は，暗渠排水量は吸水渠の埋設深さに左右されることは少 

 ない。過剰水が排除された後の地下水位の低下は，暗渠の効果よりも，蒸発散や降下浸透による効果 

 の方が大きいと考えられる。 

  したがって，耕作の障害にならない程度に，農業機械の走行によって破壊されない深さ（50 ㎝程度） 

 と余裕深を考慮して浅く埋設し，施工費，疎水材の資材費等を軽減する方が経済的と考えられる。 

 

 ￮ 一般には，吸水管内の平均流速は 0.2～0.5m/sの範囲で 0.3m/sを標準とする。 

 

 

 ￮ 暗渠排水排水口（吐出口）が，外水位（常時水位）より低く設置すると，排水効果に影響を及ぼす 

 ので，外水位より低くてはならない。 

 ￮ 排水口（吐出口）が前記条件を満たすことが困難な場合は，集水渠方式〔集水渠を排水口（吐出口） 

 の条件を満たすところまで延長する〕を採用するか，排水路改修等を考慮する。 

 

道
 
路

枕暗渠
 田畑輪換田
（畑作実施）

 稲作実施
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 6．吸 水   

    標準断面図 

 6－1 一般的な場合（トレンチャー掘削） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 埋戻しは 1 回埋戻しとし，軽く踏み付ける程度とし，かつ若干の余盛を行う。 

 ※ 標準図以外の場合で耕土の埋戻し厚さが 20cmを起える場合は，一次埋戻し厚 0.1ｍとする。 

 

 6－2 埋設深の 1 例（平坦地の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 吸水渠 ℓ＝92ｍ I＝1／460 集水渠I＝1／300 の場合 

（注） 傾斜地帯など上位田等からの浸出水がある場合には，法尻直下に吸水渠を設けるなど，埋設 

位置を十分検討する。 

 

 

 

4.0m 
4.0m 
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（解  説） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ￮ 集水管内の平均流速は，吸水渠から集水された水を速やかに排出する導水管的役割が主であり，吸 

 水管内平均流速より 1.5 培程度高める必要がある。 
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 7．資  材 

  資材は暗渠排水組織，土層の状態，不等沈下の有無，施工方法，気象条件，資材入手の難易，材 

 料費等を考慮して適切なものを選定する。 

 7－1 吸水管の材料 

   代表的な暗渠排水資材の態様は次表の通りである。 

  

管  種 概  要 特  徴 

陶管及び 

素焼土管 

① JIS規格による陶管，又 

  はこれに準ずる素焼土管。 

① 適用できる土性の範囲が広い。 

② 吸水能力が大きい。 

③ 水酸化鉄などが付着しにくい。 

硬質塩化ビニル管 

（合成樹脂管） 

① 長さ 2.5ｍ，4ｍ。 

② 肉厚 1～2mm。 

 

① 疎水材の選択によって適用できる土性の範囲が広い。 

② 軽量で取り扱い易い。 

③ 低温に弱い。 

ポリエチレン管 

（  〃  ） 

① 長さ 4ｍ。 

② 肉厚 2.0mm以上。 

③ 吸水孔の面積 15cm2/m 

  以上で均等分布。 

① 疎水材の選択によって適用できる土性の範囲が広い。 

② 軽量で取り扱い易い。 

③ 低温に弱い。 

塩化ビニル 

コルゲート管 

（  〃  ） 

① 長尺は 200ｍ程度まで。 

② 吸水孔はコルゲート凹部 

  円周上。 

 

① 硬質である。 

② 塩化ビニル管に比べて耐圧強度が高い。 

③ フレキシブルである。 

④ 各種土壌に適し，掘削同時埋設や引込み式埋設も可能。 

ポリエチレン 

コルゲート管 

（  〃  ） 

① 長尺は 100ｍ程度まで。 

② 吸水孔はコルゲート凹部 

  円周上。 

 

① ポリエチレン管に比べて耐圧強度が高い。 

② 低温に強い。 

③ フレキシブルである。 

④ 掘削同時埋設や引込み式埋設も可能。 

                                    技術書 暗渠排水P131 

 

 7－2 集水渠 

   集水渠は吸水渠の水を直ちに水閘を経て排出するもので，管種は硬質塩化ビニル管等が一般的に 

  用いられている。 

  ￮ 集水渠の管径決定に当たっては，流速は吸水渠の流速よりも  

  大きいこと。 

 

  排出量を  ＝0.7 で流し得ること。 

 

  排出量Ｑは右図による流量を流し得ること。 

 

 

 

2r

h



14 
 

（解  説） 

 

 

 

 

 ￮ 管種別粗度係数 

管 種 粗度係数ｎ 

  本焼土管（陶管） 

  素焼土管 

  合成樹脂管（内面平滑） 

  合成樹脂管（内面波状） 

0.012 

0.013 

0.012 

0.016 

注）吸入孔の酸化物付着状況によりｎが増大する。 

                         技術書 暗渠排水P139 
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 7－3 水 閘 

  水閘は吸水渠からの排水を営農上の水管理に応じて調整するもので次のように分類される。夫々 

 の特性に応じて使用する。 

 ￮ 型式による分類    堅管式 

             水栓式 

 ￮ 縦断構造による分類  水平式 

             落差式 

 それぞれの特徴は次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    技術書 暗渠排水P133 
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（解  説） 

※ 水閘の選定について 

  水閘は営農に直接関係する施設で，地元農家の関心度も高く，その選定に当たっては，営農形態， 

 維持管理，操作性，経済性等を十分検討して採用する。 

※ 落差水閘については，1 筆完結型の場合の使用事例は少ない。 

※ 堅管式（塩ビ製）の水閘は芝焼等に対する保護として土管を下記のように使用することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           技術書 暗渠排水P134 
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 7－4 疎水材及び疎水材敷設の標準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 前図において渠底が軟弱な場合で，管を直接渠底に敷設すると，土中に埋まりこんで排水効果 

   に影響を及ぼすおそれの予想されるところでは，渠底に薄く（ 5cm 程度）疎水材等（モミガラ， 

   ワラ，砕石等）を敷込んだ後，管伏等を行うように配慮すること。 
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（解  説） 

 ￮ 疎水材の目的……吸水管の周りに敷設する疎水材は，吸水渠の断面を大きくすることにより吸水渠 

          外周部の通水性を良好にし，暗渠排水の排水機能を高めるのに重要な役割を果た 

          している。また，吸水管のフィルタ的役割を兼ね，管内への土砂の流入を防止す 

          るとともに，施工時の管の安定を良くし，配列を容易にすることも効果として考 

          えられる。 

 ￮ 疎水材としての適合条件 

   ① 透水性が良いこと 

   ② 安価であること 

   ③ 透水性が持続するよう耐久性があること 

   ④ 運搬など取り扱いが容易であること 

   などがある。 

  一般には現場で短期間に大量に使用することになるため，現場付近で比較的容易に必要量を入手で 

 きることが材料を選定する際の大きな要件となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   技術書 暗渠排水P132 

 

 



19 
 

α＝
（π－θ＋sinθ・cosθ）5/3

〔2（π－θ）〕2/3

 8．吸水渠の間隔と管径 

  吸水渠の間隔は，土壌及び地形の条件，土地利用形態等に応じて決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  管の直径は，その管路が受けもつ計画暗渠排水量と管の敷設勾配及び管内の粗度係数からマニング 

 式によって管内の流れを等流として算定する。その最小直径は，50 ㎜（断面が円形でない暗渠の場合 

 には，直径 50 ㎜の管が有する断面積（19.6 ㎠）と同等の断面積）とする。 

  ※ ￮ 組織配列は 1 筆完結型とし標準区画の場合で次の条件により求めたものである……地表残留 

    水排除量 50mm／d 

     I＝1／500     ＝0.7 

    ￮ 吸水管の径決定に当たっての水埋計算は  ＝0.7とし，上記間隔以外の集水面積の場合は， 

    原則として排水量に応じた管径を採用する。 

    ￮ 管種別粗度係数 

管 種 粗度係数ｎ 

  本焼土管（陶管） 

  素焼土管 

  合成樹脂管（内面平滑） 

  合成樹脂管（内面波状） 

0.012 

0.013 

0.012 

0.016 

注）吸入孔の酸化物付着状況によりｎが増大する。 

                         技術書 暗渠排水P139 

    

￮ 暗渠管の流量，流量計算表 

 

 

 

 

 

h／2r α β 備  考 

0.50 

0.55 

0.60 

0.65 

0.70 

0.75 

0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

0.98954 

1.15917 

1.32962 

1.49699 

1.65696 

1.80468 

1.93448 

2.03932 

2.10929 

2.12655 

1.97907 

0.62996 

0.65473 

0.67558 

0.69251 

0.70541 

0.71404 

0.71799 

0.71653 

0.70827 

0.68980 

0.62996 

Ｑ＝流量（㎥／sec） 

ｒ＝管の半径（ｍ） 

ｎ＝粗度係数 Ｉ＝勾配 

Ｖ＝流速（ｍ／sec） 

 

 

   （注） 

 

                              技術書 暗渠排水P140 

2r

h

2r

h

Ｑ＝
ｎ

1
×ｒ8/3×Ｉ1/2×α

Ｖ＝
ｎ

1
×ｒ2/3×Ｉ1/2×β

β＝
（π－θ＋sinθ・cosθ）

2（π－θ）

2/3
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（解  説） 

 ￮ 吸水渠の間隔は，土壌の透水性，地形，土地利用形態等を勘案して，以下の方法により決定する。 

  ア．これから設計しようとする地区の近傍に土壌等の条件が同一の類似地があり，そこでの設計例 

    をもとにすることが適当であると判断される場合には，そこでの設計値を参考にする方法 

  イ．計画暗渠排水量，作土層の透水係数及び厚さから暗渠間隔決定式により算定する方法 

  ウ．類似地（既暗渠排水施工地）において，暗渠排水試験を実施し，その結果に基づいて算定する 

    方法 

  吸水渠間隔の下限値は7.5m程度とし，この下限値より間隔を小さくせざるを得ない場合は，本暗渠 

 と補助暗渠との組合せ暗渠を検討する。 

 

 ￮ 管径は管内での土砂の沈積，水あかの付着等による管断面の縮小を考慮し，計画流量を管径の 70％ 

 程度の水深で流し得るように決定することが望ましい。 

  地形，配置形状からやむを得ず緩勾配となるときは，暗渠溝の不陸に起因して管が通水不良となる 

 ことを避けるため，一回り管径を大きくする。さらに施工管理を綿密に行うことが重要である。また， 

 水閘を開栓した場合の掃流力による清掃や，管の上流端からの送水による洗浄が行えるような施設配 

 置としたり，あるいは付帯施設を設けることを検討する。 

  特に，吸水管の敷設勾配が 1/100 以上をなる場合は，接合部の連結が完全なものとなるようにしな 

 ければならない。 
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 9．透水係数の取り扱い 

 ⒜ 現場透水係数は測定箇所ごとのグループの平均値とする。……下記例参照 

   ただし，グループの極端な値は採用しない。 

 ⒝ グループの設定 

   原則として土壌タイプとし，さらに現地踏査，土壌断面調査，現場透水係数によりグループを 

  設定する。 

（例）第 1 グループ 

  測定№ 現場透水係数 備考 

1 1.3×10－４  

2 2.1×10－４  

3 9.8×10－４ 極端な値として除外 

4 2.3×10－４  

5 2.5×10－４  

6 2.2×10－４  

計 10.4×10－４ 平均値 10.4×10－４÷5＝2.1×10－４ 

  ※ 設計深より深い箇所の透水係数は測定不要 

  ※ 第 1 グループ 6 ヶ所測定 

 

 5 施  工 

  暗渠排水の施工は，一般的に次の工程により行う。 

  渠線の設定－資材の搬入・配置－暗渠溝掘削－吸水管の敷設－疎水材の投入－(集水管の敷設)－ 

  (立上り管，水閘の設置)－排水口の施工－仮埋戻し－(水路溝畔・畦畔整形)－埋戻し・表土整地 

 1．渠線の設定 

  渠線の設定は，暗渠排水組織計画に従って，計画平面図等に基づいて行う。排水口，上流起点，水 

 閘・立上り管の位置，吸水渠と集水渠の連結点等の位置を確認する。 

 

 2．掘削 

  掘削は，溝内に湧水があったり，地下水が流入することがあるので，落口となる排水路側から始め 

 て，下流から上流に向かって進める。 

 

 

 3．管の敷設 

  掘削を終わった部分から暗渠管の敷設は開始して差し支えない。暗渠管は前もって渠線に沿って搬 

 入，配置しておき，敷設に当たっては溝の崩壊による土砂の堆積が生じないように円滑に行う。 

 

 

 

 4．疎水材の投入 

  疎水材の投入は，溝が崩壊して土砂が管を覆ってしまうことがないよう，速やかに行う。 

 

 

 

 5．埋戻し・整地 

  埋戻しは，仮埋戻しと，埋戻し・整地に分けて行うことが望ましい。また，暗渠溝の壁面が乾燥し 

 て亀裂が発生するような状態を少しでも長く維持できるように，本格的な埋戻し・整地は作付直前に 

 実施することが望ましい。 

 

 6．暗渠資材の選定 

  暗渠資材は，施工の面からは，暗渠排水組織，土層の状態，施工方法，入手の難易，費用等を考慮 

 し最適なものを選定する。 
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（解  説） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ￮ 渠線の設定に当たっては，現地で農家の確認を得ることも必要である。 

 

 

 ￮ 掘削工事の施工機械は，バックホーかトレンチャー等が用いられる。バックホーはトレンチャーに 

 比べ掘削力が強く，トレンチャーでは掘削できない埋木や石礫がある場合でも掘削可能である。渠溝 

 底は，均一な勾配を確保するため，慎重な成形が必要であり，レーザー装置等により溝深と勾配を自 

 動制御する等の事例もある。 

 

 ￮ 管の敷設と疎水材の投入は，一連の作業とされる場合が多い。掘削が始まると同時に管の敷設と疎 

 水材の投入が連続して行われる。特に，軟弱な地盤では溝の崩壊による土砂の堆積が生じるので，溝 

 の掘削から疎水材の投入まで連続して行う必要がある。この場合は特に施工中の疎水材の投入量に注 

 意しなければならない。水閘部は，流水を遮断する必要があるので，埋戻しに当たって粘土などで十 

 分締固める必要がある。また，一連の作業はできるだけ乾燥した状態で行うことが望ましいので，過 

 湿状態のほ場では掘削前に地表水排除を目的とした仮排水の施工が必要な場合もある。 

 

 ￮ 疎水材は作土層に達するまで十分に投入することが望ましいが，施工後 1～2 年は，疎水材の圧縮 

 下に伴ってトラクター等の車輪の踏み抜きが生じる場合があるので，営農上の注意を喚起する必要が 

 ある。 

 ￮ モミガラの 1 袋当り容積はビニル袋 0.7×1.2ｍ詰め，重量標準 15kg／袋で 0.13 ㎥／袋とする。 

 ￮ モミガラの圧密等による割増率（ロス含む）は 30％を標準とする。 

 

 ￮ 仮埋戻しから，埋戻し・整地までは，土壌を乾燥させ亀裂を促進させるため，暗渠溝が地表から 5 

 ～10cm程度空いた状態で，しばらくの間放置しておくことが望ましい。 

 

 

 ￮ 吸水渠，集水渠の管材は，JIS規格にあるもの，あるいは工事発注者が個々に定める仕様に合致し 

 ものから選定する。 
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 6 参考資料 

 1．吸水渠径の計算例 

 1－⑴ 計画排水量の算定 

    ・標準区画に吸水渠 3 本（1 本当たりの集水面積 1,000 ㎡） 

     ｑ＝0.1157Ｄ ℓ／sec／ha，Ｄ＝50mm 

     ｑ＝0.1×0.1157×Ｄ＝0.01157×50＝0.579 ℓ/sec＝0.000579 ㎥／s 

    ・標準区画に吸水渠 2 本（1 本当たりの集水面積 1,500 ㎡） 

     ｑ＝0.15×0.1157×Ｄ＝0.868 ℓ／sec＝0.000868 ㎥／s 

 1－⑵ 管径の選定 

    計算式 Ｑ＝1／ｎ×ｒ8/3×Ｉ1/2×α 

         α＝1.656959 ｈ/2ｒ＝0.7 

        Ｖ＝1／ｎ×ｒ2/3×Ｉ1/2×β 

      β＝0.705413 Ｉ＝1／460 の場合 α，βは表より 

 

流量流速計算表（例） 

№ 管  種 計画流量 管径 ｎ 

Ｉ＝1／460 備考 

Ｑ 計画流量 
との比 

Ｖ 

(流速) 
 

1 素焼土管 
㎥／s 

0.000579 

mm 

75 
0.013 

(採用) ㎥／s 

0.000936 
1.61 

ｍ／s 

0.283 
－ 

2 樹脂系管 〃 60 0.012 
(アウト) 

0.000559 

(アウト) 

0.96 
0.265 

計画通水量通水 

不足で不採用 

3 〃 〃 65 0.012 
(採用) 

0.000692 
1.20 0.279 － 

4 
同上系コル 

ゲート管 
〃 70 0.016 

(採用) 

0.000633 
1.09 0.220 － 

5 〃 〃 75 0.016 
(参考) 

0.000761 
1.31 0.230 － 

6 素焼土管 0.000868 75 0.013 0.000936 1.078 0.283 － 

7 樹脂系管 〃 75 0.012 0.001010 1.164 0.307 － 

8 
同上系コル 

ゲート管 
〃 80 0.016 0.000904 1.04 0.240 － 

 ※ 管径は管内での土砂沈積，水あか付着等による管断面縮小を考慮して計画流量を管径の 70％の水 

  深で流し得るよう決定する。（設計基準） 

 ※ 流速の下限は 0.20ｍ／sとする。 

 

 2．現場透水試験方法 

  1．目的と概要 

   土中に含まれる地下水は水利用の面から考えると有用な物であるが，一般に土中の水は，土木， 

  建築工事の施工性や構造物の安定性に大きな影響を与えることが多い。例えば掘削，根切りなどの 

  工事中の排水の問題，ダムや堤防の漏水等の検討や対策にあたっては，地下水の滞水状況や土の透 

  水性が重要なものとなってくる。 

   現場透水試験は次のような目的で行われる。 

  ⑴ 砂質土，砂礫地盤を掘削する際に，湧出する地下水量を推定する。 

  ⑵ ダムや堤防の漏水の度合を検討する資料とする。 

  ⑶ 湧水や漏水の止水工法の検討に利用する。 

  ⑷ 地盤改良の効果を判定する資料とする。 
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  ⑸ その他……暗渠排水の排水量決定の資料とする。 

   これらの目的に応じて，従来より種々の方法で，透水性を求めるために数多くの現場透水試験が 

  行われている。なお，透水性は透水係数の大小によって表現される。 

   透水係数を求めるには，主に次の三つの方法がある。 

   (ⅰ) 実験公式を用いる方法 

     土の粒度，粒径と間隙比などから算出する方法，例えば，ヘーゼンの式，テルツアーギーの 

    式，クレーガーによる方法などがある。 

   (ⅱ) 室内透水試験 

     JISA1218-61 に定められている定水位，変水位透水試験の 2 方法がある。 

   (ⅲ) 現場透水試験 

     試験池を利用する方法，トレーサーを用いる方法，揚水試験による方法，単一のボーリング 

    孔を利用する方法，井戸を利用する方法等がある。 

    これらの方法の選択は，その利用する重要度によって左右される。精度の面からいえば(ⅲ),(ⅱ), 

    (ⅰ)の順に悪くなるおそれをもっている。しかし，(ⅲ)の内でも方法によって精度はまちまちで 

    ある。 

   ここでは取り上げないがもっとも精度の高い方法として揚水試験があげられる。 

    簡便法として一般に調査ボーリングでもっとも多く用いられている方法に，単一孔を利用する 

   方法がある。ここではこの単一孔を利用する方法について説明を加えることにする。 

    単一ボーリング孔を利用する透水試験には主に次の 4 つの方法がある。 

     ⑴ オーガー法 

     ⑵ チューブ法 

     ⑶ 一重管式ピエゾメーター法 

     ⑷ 二重管式ピエゾメーター法 

    これらのうち，多用されているのはピエゾメーター法である。しかしピエゾメーター法では透 

   水係数が 10－２cm／sec以上を示す地層では水位の回復が早いために測定が難しく，せっかく行っ 

   た試験が失敗に終わることが多い。 

    したがって試験に従事する者は掘削時における細粒分の混入状況，及び混入比率，水量などを 

   考慮して，次表に示す標準的な地層と透水係数の関係より，地盤の透水係数を概略推定し（表－ 

   4．1 地盤と透水係数），試験方法，および掘削孔などを決定すべきである。推定した透水係数 

   が 10－２cm／sec以上であるならば試験孔径を相当太くし，透水区間Ｌ（図－4．3）を最小（10＞ 

   Ｌ／Ｒ＞8）にして試験を行う。透水係数が 10－４cm／sec より小さければ透水区間（Ｌ）をでき 

   るだけ長くとるとよい。 

表-4．1 地盤と透水係数 

透水度 透水係数の範囲 
（cm／sec） 

地盤を構成する土 

高い ＞10－１ 粗粒または中粒の礫 

普通 10－１～10－３ 細礫，粗砂，中砂，細砂 

低い 10－３～10－５ 微細砂，シルト質砂 

非常に低い 10－５～10－７ シルト，シルト質粘土，粘土質シルト 

不透水 ＜10－７ 均質な粘土，固結シルト 

 

 

  

※ 出典：土地改良事業計画設計基準 

       計画「暗きょ排水」 基準書・技術書 

       平成 12 年 11 月 農林水産省構造改善局 


